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⽇本社会教育学会 ⼊会のご案内 
Japan Society for the Study of Adult and Community Education 
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⽇本社会教育学会はこんな学術研究団体です。 
 ⽇本社会教育学会は 1954（昭和 29)年 10 ⽉に設⽴されました。社会教育法が制定されて
約５年。当時、社会教育関係者のなかには、新しい社会教育に対する期待と、その担い⼿と
しての強い意欲がみなぎっていました。そういう⼈たちが⼀堂に会し、社会教育をめぐる共
通の問題について⾃由に意⾒を出し合いながら研究を深め、社会教育の研究と実践の発展に
寄与することを願って誕⽣したのが⽇本社会教育学会です。 
 いま、学会は社会教育研究の理論⽔準の向上と、社会教育実践・経験の交流の推進をめざ
し精⼒的に活動をしています。また学会は⽇本学術会議に協⼒学術研究団体として登録し、
教育関連学会連絡協議会に所属し、⽇本における社会教育・⽣涯学習の全国的な学術研究団
体として、重要な役割を果たしています。 
 
会員にはこういう⼈たちがいます。 

会員は社会教育・⽣涯学習の研究者、社会教育職員、⼤学院⽣が中⼼で、社会教育・⽣涯
学習にかかわる市⺠、学校教員、⾏政職員などさまざまな⽴場から社会教育の研究を志す⼈
たちもいます。これらの会員は全国に分散しており、海外在住者・外国⼈も少数ですが会員
になっています。このように様々な⼈たちが会員になっていることも⽇本社会教育学会の特
徴です。 
 
こんな活動をしています。 
●研究⼤会ならびに六⽉集会の開催 

年に 1 回、秋に研究⼤会を開催します。期間は 3 ⽇間です。会場は東京とそれ以外の
地域とで交互に開催されます。全体を通して、プロジェクト研究、会場校企画、ラウン
ドテーブルなどの充実したプログラムが企画され、⽩熱した討議が⾏われます。また、
⾃由研究発表では、「原理・思想」「歴史」「学習⽂化活動」「学習主体（⼥性、⼦ども、
親、外国⼈、⾼齢者など）」「学習⽅法・学習過程」「学習の組織化」「実践分析」「職員」
「施設」「法・⾏財政」「市⺠活動・市⺠運動」「地域課題」「グローバリゼーション」な
どの分科会が置かれており、多様なテーマの研究発表を促しています。 
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六⽉集会は毎年 6 ⽉に、全国 6 か所で開催します。東京近郊で開催される六⽉集会は
研究⼤会間の研究の継続がはかられます。また、各地区の六⽉集会では各地域における
研究的ネットワークと地域に応じた研究討議の向上がめざされています。 

 

●プロジェクト研究 
⽇本社会教育学会の活動におけるひとつの特徴です。社会教育が直⾯している最も重

要な問題のなかから会員からの公募により課題が設定され、定例の研究会をもちながら
2 年以上かけて研究します。研究の成果は研究⼤会・六⽉集会で報告されるほか、次に
述べるジャーナル（学会誌）『社会教育学研究』等にまとめて発表します。 
 

●刊⾏事業 
   学会は、ジャーナル（学会誌）『社会教育学研究』等を刊⾏しています。これは研究

の促進、会員相互の研究上の交流促進を図ることを⽬的にしています。ジャーナルは毎
年度２回発⾏します。ここには、会員が投稿した論⽂（査読あり）の他、六⽉集会・研
究⼤会等の報告、書評・図書紹介などが掲載されます。くわえて、年に 1 回特集テーマ
を組んでおり、プロジェクト研究の成果などに関わる論考の募集が⾏われます。 

   また、学会では 2023 年度まで学会年報『⽇本の社会教育』シリーズを刊⾏してきま
した（第 1-67集）。さらに、学会の周年記念事業として、これまでの研究成果をまとめ
た書籍等を刊⾏しています（『現代社会教育学事典』東洋館出版社、2024 年、『希望へ
の社会教育：3・11後社会のために』東洋館出版社、2013 年など）。 

 
●国際交流 
   学会では、年に 1 回、韓国平⽣教育学会との共催で、⽇韓学術交流研究⼤会を開催し

ています。⽇韓の研究者や実践者、市⺠が集い、それぞれの研究と実践に学び合いなが
ら、実りある議論の形成を⽬指しています。その他、ICAE（国際成⼈教育協議会）や
ASPBAE（アジア南太平洋成⼈教育協議会）のメンバーにもなっており、ユネスコなど
国際的な成⼈教育・⽣涯学習の機関や研究組織とのネットワークを形成して研究活動を
続けています。 

 
会員にはこんな特典があります。 

会員になるとジャーナル等が送付されます。研究⼤会では研究成果を発表する権利があ
りますし、ジャーナルに論⽂を投稿することもできます。また、プロジェクト研究のテー
マ提案や企画運営に関わることも可能です。 
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⽇本社会教育学会会則抄 
 

第 1章 総  則 

第１条 本会は、⽇本社会教育学会（The Japan Society for the Study of Adult and 

Community Education）と称する。 

第２条 本会の⽬的は、会員相互の連絡を図り、社会教育に関する研究を⾏い、その普及

発展を期することにある。 

第３条 本会は事務所を東京都内におく。 

第４条 本会は地⽅に⽀部を設けることができる。 

⽀部の設⽴は、その地⽅の会員の発起により理事会の承認を経ることを要する。 

⽀部に関する規定は別に定める。 

第５条 本会は次の事業を⾏う。 

（１）会員の研究の促進、連絡および共同研究 

（２）学会誌(社会教育学研究)、その他刊⾏物の発⾏および資料の紹介と斡旋 

（３）研究⼤会および研究会の開催 

（４）社会教育に関する調査および資料の作成 

（５）国内外学会との研究、交流、連絡および資料の交換 

（６）その他の事業 

 

第 2章 会員および名誉会員 

第６条 本会の⽬的に賛同する者をもって会員とする。会員は、本会の事業に参加し、研

究および研究発表を⾏うことができる。 

第７条 本会に団体会員をおく。団体会員は、学会の発⾏する刊⾏物（学会年報・「社会教

育学研究」等）を受け取る資格を有する。 

第８条 会員は会費（学会誌「社会教育学研究」、学会年報を含む）を納⼊するものとす

る。会費は、会員は年額 10,000円、団体会員は年額 6,000円とする。ただし、学

⽣及び常勤職にない会員で理事会に認められたものについては年額 6,000円とす

る会費減額制度を利⽤することができる。会費の納⼊期限は当該会計年度の 8⽉

31 ⽇とする。新たに⼊会した者は、その年度の会費を納⼊するものとする。 

第９条 会員が本会の名誉を傷つけ、⼜は本会が定める会則等に違反する⾏為があったと
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き、理事会の議決によりこれを処分することができる。会員の処分のための⼿続

き及び内容に関する規定を別に定める。また、会員を「除名」とする際には、総

会出席者の３分の２以上の多数をもって議決を⾏う。 

第１０条 本会に名誉会員をおくことができる。名誉委員は、理事会の推薦により、総会

において決定する。 

（略） 

（改正 2025 年 9 ⽉ 13 ⽇） 

 

 

⼊会の⼿続きについてご案内します。 

●⼊会申込書の記⼊ 

⼊会をご希望の⽅は、別紙の「⼊会申込書」に必要事項をご記⼊の上、会費 10,000円

を納⼊してください。「⼊会申込書」の提出にあたっては以下の点にご注意下さい。 

① 「⼊会申込書」の提出と会費納⼊確認の上、理事会での審議を経て承認となりま

す。理事会はほぼ⽉１回(2・8⽉以外)開かれています。理事会開催⽇は年度によ

り変わります。 

② 学会年度は、9 ⽉から翌年の 8⽉までです。 

（例．2027年度は 2026年 9 ⽉〜2027年 8⽉） 

③ 紹介会員がどうしても⾒つからない場合は、「⼊会申込書」の指⽰に従ってくだ

さい。 

④ 「⼊会申込書」にある所属とは、常勤の勤務先・在学中の⼤学院・⾮常勤の勤務

先をいいます。所属先が複数ある場合は 1 か所のみご記⼊ください。該当するも

のがない場合は、「なし」とご記⼊下さい。 

⑤ ⼊会時に会費減額を申請する場合、会費減額制度について資料を読んだ上で、

6,000円を納⼊し、「⼊会申込書」・「会費減額申請書」・振込票(振込したことが分

かるもの)の 3点を事務局宛てメール添付でお送りください。なお、会費減額は

毎年度申請が可能です。 

⑥ ⼊会後 2 年⽬からの会費納⼊は、郵便払込や⼝座振替をご利⽤頂けます。⼝座振

替を希望する場合は、学会サイトの個⼈ページにある「⾃動⼝座振替依頼書」に

記⼊し、プリントアウトしたものに押印して、学会事務局へご郵送ください。9

⽉末必着でお送りいただいた場合に、翌年度年会費分が⼝座振替となります（12
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⽉頃の引き落とし）。 

 

●⼊会申込書の送付  

⼊会申込は、学会事務局宛にメールで提出してください。その際、振込票(振込した

ことが分かるもの)を PDFにして、「⼊会申込書」と⼀緒に添付してください。どち

らかだけでは、理事会での審議承認はできません。 

 

●初年度会費の振込先 

    指定⼝座  ゆうちょ銀⾏   ⼝座番号 ００１５０−１−８７７７３ 

                   ⼝ 座 名 ⽇本社会教育学会 

 

 

【送付先】 
⽇本社会教育学会事務局：jssace.office@gmail.com  


